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　This　paper　presents　experimental　research　on　the　box　frame　construction　which　is　constuc－
ted　of　cellular　concrete　cast　in　site．
　The　experiments　were　Inade　on　fu11　scale　specimens　for　each　structural　members．　Compre－
ssive　strength　of　cellular　concrete　used　were　ranged　from　70　to　90　kg／cm2　and　the　plain
round　small　size　bars　and　welded　wire　fabrics　were　utilized　fQr　its　reinforcement．
　The　experiments　included　three　series．　In　the　first　series，　The　bending　tests　of　walled　bea－
ms　which　connected　with　walled　column　at　the　center　of　the　specimens　were　carried　out
and　the　bendlng　capacity　and　the　bending　rigidity　were　discussed．　Nomograms　for　the　propor－
tioning　of　the　beam　sections　were　made　based　on　these　experiments．
　In　the　second　series，　the　shearing　tests　of　simply　supported　walled　l）eams　were　carried　out，
and　shearing　capacity　of　the　beams　and　the　effect　of　the　amount　of　the　wire　fabrics　were
discussed．
　In　the　third　series，　tests　for　the　anchorage　properties　of　walled　collumns　under　both　sus－
tained　axiaHoad　and　alternately　repeated　horizolltal　shear　forces　were　carried　out　and　reinfor－
cing　method　for　better　anchorage　capacity　were　discussed．
はじめに
　気泡コンクリートとは特定の発泡剤を混入したセメ
ントスラリーを型枠に注入し発泡，膨張，凝固硬化さ
せたものである。その材料的性質は普通コンクリート
に比較して，比重は小さく，断熱性は高いが強度的に
はかなり劣るものであった。しかし，最近，材料面で
の研究開発が進み調合技術の進歩によって現場打ち込
み方式による気泡コンクリートの品質向上に伴う材料
的強度の上昇も可能となり，今後，更にこの方面での
開発が行なわれるものと思われる。この現場打ち気泡
コンクリートを構造材料として使用する場合には，通
常補強として普通丸鋼およびワイヤーメッシュを用い，
一体式の壁式構造としている。この種の実際設計に当
たり従来の設計要項は低い強度の気泡コンクリートを
対象としてつくられているが，強度の上昇した気泡コ
ンクリートを利用することによって構造部材の性能は
著しく向上するはずであり，また，構造規模の拡張も
期待できるものと思われる。
　このことから，本研究では品質向上した現場打ち気
泡コンクリートを構造材料として用いた場合の実際設
計に供する設計資料の基礎データを得る目的で，ほぼ
実際建物を想定した構造部材の各種破壊試験を行ない，
耐力および剛性等を検討した。
§1．実験内容
　1．1実験の計画
　本研究では現揚打ち気泡コンクリートとして品質改
良されたプレーンサーモコンおよび入コニ軽量細骨材の
入った骨材入リサーモコンの2種類を使用し，1図に
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示す4階建壁式構造の実際建物を想定して，図中ハッ
チした部分を取り出した試験体をつくり下記の諸実験
を行なった。
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1図　実際建物と試験体の関係
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　A．壁ばりの曲げ試験
　サーモコン造における壁ばりの曲げ補強筋には普通
丸鋼と曲げ加工したメッシュを併用しているために壁
ばりと壁柱との接合部では特殊工法がなされており，
材料的強度の向上したサーモコンを使用して同工法を
行なった場合のはり端部における曲げ耐力および岡【雌…
について検討する。
　B．壁柱のせん断試験
　サーモコン造におけるせん断補強筋には平メッシュ
が使用されるが，サーモコンの材料的強度の向上にと
もない，せん断強度も当然上昇することが考えられる。
　この実験では構造部材としてのせん断耐力および剛
性について検討する。
　C．　壁柱脚部の強度試験
　サーモコン造における基礎または壁ばりからの立ち
あがり壁柱の脚部では壁柱の補強メッシュが途切れる
ので，特殊メッシュによって，この部分の接合が行な
われる。
　この実験はこの壁柱脚部接合を対象として，軸力お
よび水平交番曲げ，せん断力が加わるときの脚部耐力
および回転剛性について検討する。
　1．2使用材料
　a）サーモコン
　各種試験を通じて使用したサーモコンは，材料的品
質の向上したプレーンサーモコンおよび人工軽量細骨
材（粒径2．5～10mm）を混入した骨材入リサーモコン
の2種類で，各試験時における強度は材令によって多
少の相異はあるが，この実験範囲での強度はおよそつ
ぎのとおりである。
　プレーンサーモコン（記号P）
　　　圧縮強度F・　＝64～99kg／cm2（材令28～81日）
　骨材入りサーモコン（記号A）
　　　圧縮強度F・＝62～104kg／cm2（材令28～81日）
　また，圧縮強度と歪度との関係については，従来
（1一σ／Fc）＝（1一ε／εm）kの形式で示されている。そ
こで，本実験では各種試験時に得た圧縮応力度一歪度
曲線より前述の関係で示すと，この実験の範囲では次
式が得られた。
　プレーンサーモコンの場合
　　　　　（　　　σ1－　　Fc）一（・÷）1’5－・………・・（…）
　　　但しF，　・・64～99kg／cm2，ε肌＝0．21％～0．28％
　骨材入リサーモコンの揚合
　　　　（1＿＿q＿　　Fc）一（・－h）”6…・…・……・…（…）
　　　但しFc＝62～104kg／cm2，εm　・O．18％～0．24％
　ここで
　　σ：圧縮応力度（kg／cm2）
　　Fc：試験時最大圧縮応力度すなわち圧縮強度
　　　　　　　　　　　　　　　（kg／cm2）
　　ε：歪度
　　Sm：Fc時の歪度
　b）補強筋
　各種試験を通じて使用した補強筋は，主筋として9
mmおよび13mmの普通丸鋼を用い，ワイヤーメッシュ
としては3．　2mm，4．　Ommおよび4．5mmのタテヨコ10cm
間隔とした平メッシュおよび曲げ加工をほどこしたバ
スケットメッシュ　（コの字形に曲げ加工），アンカー
メッシュを用いた。
　普通丸鋼およびワイヤー一一メッシュの強度は各シリー
ズ試験体ごとに多少の相異があるが，およそっぎのと
おりである。
　普通丸鋼
　　　13mm筋　　σy＝3000～3300kg／cm2
　　　　　　σB＝4600～4800kg／cm2
　　　9mm筋　σy　・・　3350～3800　kg／cm2
　　　　　　σB：＝4600～5400kg／cm2』
　ワイヤーメッシュ
　　　3．2mm，4．　Omm，4．5㎜とも
　　　　比例限度　σp≒4000kg／cm2
　　　　引張強さ　σB・＝6300kg／cm2
§2．実　験
　2．1壁ばりの曲げ試験
　a）実験目的
　サーモコン造における壁ばりの曲げ補強筋としては
普通丸鋼および曲げ補強メッシュ（以下バスケットメ
ッシュと呼ぶ）を併用するが，壁柱との接合部では丸
（242）
鋼は壁柱のなかを通すことができるが・バスケットメ
ッシュは壁柱の曲げ補強メッシュがあるために壁柱の
なかを通すことができないので，壁ばりのバスケット
メッシュは壁柱内にメッシュ2コマ分を定着させてい
る。
　本実験は，このはり端部を対象として，壁柱部をも
っ壁ばりの曲げ試験を行ない，壁ばり端部の曲げ耐力
および剛性等について検討を行なった。
　b）実験内容
（i）試験体形状・寸法および種別記号
　試験体の形状は2図に示すように壁ばり断面は，は
り幅20cm，はり丈55cmで柱形部の断面は柱幅20cm，柱
丈（壁長）66cmとした，ほぼ実大の試験体である。
　補強筋は曲げ補強筋として9mm，13mmの普通丸鋼お
バスケットメッシユ6－45φ
　￥メ’IYiタテヨコ45鰐甦筋
斜め筋
　2－9中
2図　試験体形状寸法
よび4．5mm，4．　Ommのバスケットメッシュを用い，せ
ん断強筋には同径の平メッシュを用いた。
　また，この試験体は実際建物の配筋を対象とするも
1表試験体種別
ので，はり・柱接合部の隅角部に斜め筋として上下4
隅に2－9・mm筋を配筋した。試験体種別による補強筋
量を表1に示した。
?ー?????ー
骨　サ
材　1
入雪
り　ン
試験体記号
TWG－1P
TWG－2P
TWG－3P
曲げ補強筋
主　　筋
（上下共） 鉄筋比ρ‘（％）
3－13φ 0．391
2－13φ 0．260
2－9φ
TWG－1A　l　3一13φ
TWG－2A
TWG－3A
2－13φ
2－9φ
0．125
0．391
0．260
O．125
??）??????ッ? （
6－4．5φ
6－4．0φ
6－45φ
鉄筋比2btt（％）
0．094
0．074
せん断補強筋
（壁平メッシュ）
（タテ，ヨコ共）
2－4．5　¢　－100＠
2－4．0φ一100＠
0．094　12－4．5φ一100＠
6－40φ 0．0742－4．　0　il　－100＠
はり端部
補強筋
（斜筋）
（上下共）
2－9φ
試験体個数　各2個
（ii）使用材料の性質
　。サーモコン
　サーモコンの試験時における圧縮強度およびヤング
係数等を2表に示す。
　。補強筋
　普通丸鋼およびメッシュの引張試験結果を3表に示
す。
（iii）試験装置および測定装置
　試験装置は3図に示すように鉄筋コンクリートベー
ス中央に4－25mmφを支柱として埋込み，支柱上部には
2表
フレーン
サーモコン
骨材入り
サーモコン
材令
（日）
39
63
圧縮強度
　Fc（kg／cm2）
63．5
70．0
64．1
88．9
88．6
85．1
ヤング係tw　cE
　　　（x104kg／cm2）
Fc／3
4．71
4．86
4．28
5．60
6．04
6．93
Fc／2　　2Fc／3
4．36
4．55
4．16
5．30
5。60
6．46
4．　20
4。32
3．96
5．07
5．49
6．04
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3表
降伏点σy（t／cm2）
13φ 3．00
9φ 3．86
4．5φ
4．0φ
引張強さ旨申び
　　　　　　　ε（％）・m（t／・mL’）1
4．　61 33．2
5．56 29．5
6．32 6．2
6．09 7．5
反力台（H形鋼）を固定して30tonオイルジャソキーを
取り付けたもので，試験体の支点はコンクリートブロ
ックの上に鉄板を置き両支点ともローラ支持とした。
　加力は試験体中央の柱形上部に加圧板を置き20ton
ロードセルを介して，一方向のくり返し荷重を加えた。
なお，試験体セットのさいにサーモコン打込面が引張
鑛顯
3　図
4　図
側となるようにセットしてある。
　測定は3図および4図に示すように，はりの固定端
（柱形接合面）と荷重端（支点）との相対たわみおよ
び，はりの固定端部における　はOの圏転変形の測定
にそれぞれ1／100mmダイヤルゲージを用いた。
　また，各種試験体のうち1個については，はりの主
筋の応力を調べるために，柱形接合面より支点方向へ
5cmはなれた位置て，主筋の表面にワイヤーストレン
ゲージを貼付けて，特定荷重時における歪度の測定も
行なった。
　c）　実験結果
（i）各試験体の耐力
　各試験体の破壊荷重および破壊時に対応する，はり
固定端曲げモーメント，せん断応力度を一括して4表
に示す。
4　表
サコ種
1
モン別
試験体記号
フ
レ
i
ン
TWG－1P
TWG－2P
????
TWG－3P
TWG－1A
TWG－2A
TWG－3A
はり断面の補強
主
?
メ　ッシュ
上下共
　3－13φ
　（0．391）＊
〃2－13φ
　（0．260）
／／2－9φ
　（0．125）
〃3－13φ
　（0．391）
〃2－13φ
　（0。260）
／／2－9φ
　（0．125）
曲げ補強
　　6－4．5φ
せん断補強
タテ，ヨコ
　4．　5ip　－10cm＠
同　　上
／／　　6－4．0φ
〃4．0φ一10cm＠
／／　　6－4．5φ
／／4．5φ一10cm＠
同　　上
／／　　6－4．0φ
〃4．0φ一10cm＠
重?）??（破
17．9
18．1
15．5
16．1
破壊時におけるは
り固定端モーメン
ト　　M（t・cm）
　　　　　　　＊＊　　　1050
1060
907
943
11．1 650
10．4 609
破壊時のせん断
応力度
　τ　（kg／cm2）
　　　　　　＊＊＊　　10．1
10．2
8．7
9．1
6．3
5．9
19．6
18．6
1150 11．0
1090 10．　5
16．2 948
16．3 953
11．5 673
1L　7 685
9．1
9．2
6．5
6．6
注　（
　　＊＊
　　＊＊＊
）＊は鉄筋比
固定端曲げモーメントはAf＝P／2×117cm
τ＝P／（2・B・ブ）…　…（ノ＝0．85‘～，　d；51cm）
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（ii）破壊の状況
　各試験体の破壊はすべてはり端部で，引張側主筋の
降伏後に生じた。主筋の降伏後も耐力は徐々に上昇し，
破壊までには数多くの曲げキレツの発生がみられ，普
通鉄筋コンクリートぱりの場合とほぼ同様な経過をた
どる。破壊時にはせん断キレツの発生したものもある
が，はりの端部附近の曲げキレツ幅が大きくなり，圧
縮側サーモコンの圧潰をまねき耐力を失った。また，
柱形部に定着したメッシュ端位置でキレツを生じたも
のもある。
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20
　なお，破壊の性状についてサーモコン種別による相
違はほとんど見られず，全般的にみて骨材入リサーモ
コンばりの耐力がプレーンサーモコンばりよりもやや
大きい結果となっている。
（iii）変　形
　。はりのたわみ
　はりの柱形接合面と支点との相対たわみの測定より，
柱形接合面を固定端とした片持ばりと考えた場合の荷
重点（支点）のたわみδとはり固定端曲げモーメント
との関係で各試験体の実験結果を5図に示す。
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。はり端部の回転角
　6図に示すように，はりの固定端部に取りっけたダ
イヤルゲージのよみをDl，　D2……D，とするとθ、＝
（D1十D2）／h，θ2＝（D，十D4）／h　はそれぞれA，　At
断面に対するB，Bノ断面の相対的な回転角を示す。
（柱内の変形を無視する）
　この回転角θは，はりの固定端の曲げモーメントに
対するはり端部の回転変形によって生ずるORとAB
間（AtBノ間）の曲げ変形による回転角OMとの和で
ある。7図は各試験体の実験結果を整理して固定端曲
げモーメントとはり端部の回転角θ1，θ2の関係を示
した。
　。はり主筋の歪度
　8図は各試験体2個のうち，1個にはり主筋に貼付
けたワイヤーストレンゲージによって測定した歪度と
対応する曲げモーメントの関係を示した。
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8図（a）骨材入りサーモコンばりのM一ε曲線
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8図（b）プレーンサー・一モコンばりのM一ε曲線
　d）検　討
（i）はりの短期許容曲げ耐力
　実験結果より各はり試験体は，すべてはり端部にお
いて曲げ破壊を生じており，引張側主筋の降伏後に耐
力を失っている。
　このことから，曲げ耐力に及ぼす補強筋として，は
り主筋のみを有効とした場合および主筋とバスケット
メッシュを有効と考えた場合について，普通鉄筋コン
クリートばりと同様に下式を用いてはり断面の曲げ耐
力を求めた。
　　　　　　M＝at・ft・タ　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　（1．3）
　　　M：はり断面の抵抗モーメント　（t・cm）
　　　at：引張補強筋断面積　　　　　（cm2）
　　f‘：引張補強筋の強度　　　　　（t／cm2）
　　　ブ：O．　85　d（dは，圧縮サーモコン縁より引張
　　　　　　　　主筋の中心までの距離）
　ここで，補強筋として主筋のみとした場合の曲げ耐
力を璃，主筋とメッシュを有効とした場合を鵬と
すれば
　　　　　　A41；at1。f‘・ブ　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・…　〈1．4）
　　　　　　A42　＝at2・ft・ブ　　　・…　一一…　一・・・・・・・…　（1．5）
　　　at1：主筋の断面積
　　　at2：主筋とメッシュの断面積
　5表に（1．4）式，（1．5）式で求めた計算値と実験値
を比較表示した。
5　表
鰍体」凱笹一些 計算脳（圃1安全率・サコ???
「擶のみド鰍プ影、
実験値
l（t・cm） 主筋のみ1主衡シ互 犀筋のみ主管‡シ、
プ…・W㎝1（3－13φ）　1　　（十6－4．5φO．39・％「・．485％）…莇 415 516 2．54　　　　2．05
レ　I
??〃・p （2ユ3φ）1　（同　　上）1E26・％　・354％　1925277
3671，341．52　　　、　　　　1
630 134 　　　1Q12　　　　　4．71 2．97
　　〃　1A骨
材
　　〃　2A入
?
　　〃　3A
（3－13φ）
0．391％
（2－13φ）
0．260％
（2－9φ）
0．125％
（十6－4．5φ）
　0．485％
1120 415 516
（同　　上）
　0．354％
951 277 367
（十6－4．0φ）
　O．　199％
679 134 212
2．70 2．17
3．43 2．60
5．07 3．20
TWG－1の場合
　　　atl＝3．99cm2（3－13φ），
　　　at2＝4．95cm2（3－13φ，　6－4．5φ）
TWG－2の場合
　　　at1＝2．66cm2（2－13φ），
　　　at2＝　3．62cm2（2－13φ，　6－4．5φ）
TWG－3の場合
　　　atl＝1，28cm2　（2－9φ），
　　　at2＝2．03cm2（2－9φ，　6－4．0φ），
　ft＝2400kg／cm2，ブ＝O．85d　（d＝51cm）
　M2の算定にあたってはバスケットメッシュは主筋
位置にあるものと仮定した。
　6表より計算値M，，M・に対する実験値はかなり
大きく上廻っており，全体的にみて計算値M，の安全
率は約2．5～5．1，M，の安全率は約2．　0～3．2となっ
ている。TWG－3ばりにおいて実験値が計算値に対し
て，とくに大きいのは使用した主筋の強度（ay　・＝　3860
kg／cm2）に対してft＝2400kg／cm2とおさえたためで
ある。
　このことから，はりの端部における許容曲げ耐力
（短期）として，主筋およびバスケットメッシュを有
効と考えたM，の値と仮定すれば，許容値は実験値に
対して安全率レ≒2．0～3．2となり，はりの破壊に対
する許容値の安全率は十分とおもわれる。
（ii）はり端部曲げ終局強度の解析
　はりの端部における曲げ破壊強度は前項でのべたよ
うに許容耐力を大きく上廻る結果となっている。これ
は曲げ耐力に対する補強筋としては主筋および曲げ補
強メッシュの他に，せん断補強に用いた平メッシュお
よび隅角部に補強した斜め筋等が強度に寄与したもの
と考えられる。
　そこで，はりの端部断面において，すべての補強筋
を加味した場合のはり断面の曲げ終局耐力について解
析を試みた。
（248）
　はり端部断面の性質および断面の歪分布，応力分布
は9図に示すようにはり端部断面における補強筋はす
べて有効と考え，歪分布は平面保持の仮定を用い，断
面の応力平衡よりはり端部断面の曲げ耐力を算定した。
断 ?
? 歪分布
cεc
。記号
sat：引張側主筋断面積
sac：圧縮側　　〃
am：メッシュ1段の断面積
n　：メッシュ間隔
d　：圧縮側縁より引張側主筋中心までの距離
dc；圧縮側縁より圧縮側主筋中心までの距離
Xn：圧縮側縁からの中立軸までの距離
b　：はり幅
cεc：圧縮サーモコン縁歪
sε，o：圧縮主筋歪
sεte：引張主筋歪
sei：メッシュ歪（i＝1，2，3，・
cC・：サーモコン圧縮合力
sCo：圧縮主筋合力
s，：
sT，・：引張主筋合力
σ・：コンクリート圧縮応力
aVl：主筋の降伏点応力
σy2：メッシュの降伏点応力
・・j
メッシュ各段の合力（i＝1，2，3，……）
歪の平面保持の仮定より
　Sε1＝SεtO
sε2＝sε‘o・（1－Xn一刀1）／（1－Xnl）
εε3　＝sεじo。（1一ヱnl－2ni）／（1－Xnl）
5ε4＝sε‘o・（1－Xni－3nl）／（1－Xn1）
sε5　＝sε‘o・（1－Xnl－4ni）／（1－Xnl）
sε6＝8ε‘o・（1－Xnl－5ni）／（1－Xni）
εεco＝sε‘o・（Xn一dCi）／（1－Xnl）
9　図
応力分布
5CLフζ58）
　　ごCo
・（1．6）
（249）
　suffix　1がっいたものはdで除したもの（以下『
同じ）
　cC。＝＝・a・σ，・Xn、・b・d
　・C。＝ろ・d・P，・E・・ε・＝・b・d・γ・ρε・E
　　　　・sεo（1－Xnl－5ni）／（1－Xnl）
　、T。＝b・d・Pt・E・，εt。
　　　　但しsCo≦bd・Pc・ay，
　　　　　　sTo≦bd・恥・ayとする。
　S，＝b・d・lbm・E・sεto
　52ニb・d・lbm・E・・ε3＝∂・d・Pm・・ε‘。
　　　　・（1－Xn一7z1）／（1－Xn1）
　S3＝ろ・d・毎・E・sε3＝b・d・Pm・sεto
　　　　・（1－Xnl－2ni）／（1－Xnl）
　S4＝b・d・Pm・E・sε4　＝b’d・Pm・sεto
　　　　●（1－Xnl－3n1）／（1－Xnl）
　s・＝b・d・Pm・E・sε5＝b・d・Pm・、ε‘。
　　　　・（1－Xnl－4ni）／（1－Xnl）
　S6＝・b・d・毎・E・8ε5＝b・d・ρ肌・sεte
　　　　●（1－Xnl－5ni）／（1－Xnl）
　　　　但しsεi≦sεty　2とする。
ここでEは補強筋のヤング係数
　　　1）t一瑳彦・P・一器
1・・一煤E・一舞
　　一［・・＋｛（レε器一1・°｝ユ／・・
ε。＝cec／cεm，
k：（1・1），（1．2）式参照
」
〈1．7）
cεm：サーモコン最大圧縮強度時の歪
　断面の応力平衡より
　　　　　　ΣT十Σs一Σc＝0　………………（1．8）
　（1．8）式の関係よりXnが得られ，更にはり断面の
抵抗モーメントが得られる。
　中立軸に関する抵抗モーメントMは
　JI＝bd2・｛cCb・（1一β）。ユCnl＋8C。・（Xnl－dCi）
　　　十（sTo十S1）・（1－Xni）十S2・（1－Xni－n1）
　　　一トS，・（1－Znl－2n1）十S4。（1－Xnl－3ni）
　　　十S5・（1－Xni－4ni）十S，・（1－Xni－5ni）｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一■■■・・・・…　（1．9）
β一・・［｛穿＋（・一・e）k・1｝／（k＋・）
　　　一（・一・・）…／（k＋・）一・／（k＋・）・・／（f…）］
　　　／Eεo十｛（1一ε。）κ＋L1｝／（k十1）コ
　以上の諸式を用いて下記の値より，各はりの端部断
面の引張主筋降伏時および終局曲げ耐力（圧縮側サー
モコン圧潰時）を求めた。その結果を6表に示す。
　。TWG－1ばり
　Fcニ87．5kg／cm2（ε7n＝O．22％，　k＝L6）
　　　　　　　　　　　　　　骨材入りサーモコン
　Fc＝68．　Okg／cm2（εm＝0．26％，　た＝L5）
　　　　　　　　　　　　　　プレーンサーモコン
　σy1　＝＝　3000kg／cm2（εy＝0．143％，E＝2．1×106kg／cm2）
　　　　　　　　　　　　　　丸鋼，メッシュ共
　　但し終局耐力時におけるメッシュの強度は
　　　　　σy2　＝5500kg／cm2
　断面b×d＝・20cm×51cm
dc＝0．08d，　　n＝0．184d
Pt＝O．48％　（3－13φ，　2－9φ）
lt’m＝O．064％　（4－4，5％）
。TWG－2ばり
lbt＝o．39％　（2－13φ，　2－9φ）
　ほかはTWG－1ばりと同じ
。TWG－3ばり
とした。
γ；1．0
γ＝1．0
σyi＝3800kg／cm2（εy＝0。181％，　E＝2．1×106kg／㎝2）
1》t＝0．22％　（2－9φ，　2－9φ）
Pm＝0．049％　（4－4．0φ）
ほかはTWG－1ばりと同じ
　6　表
γ＝＝1．0
???ー?
????
。??ー
試験体
TWG－1A
TWG－2A
TWG－3A
TWG－IP
TWG－2P
ン1TWG－3P
　I
実験値Mo
（t・cm）
1117
951
679
1053
924
629
計算値（t・cm）
脇
822
631
540
805
615
530
燃
1155
967
763
????
1．36
1．51
1．26
　　　1134　1　1・　31
　　　947　11．50758ト・9
MoMm
0．97
0．98
0．89
0．93
0．98
0．83
　6表より，はりの端部断面における曲げ耐力（実験
値）は引張主筋降伏時（計算値）より約20～50％高い結
果となっており，また終局理論値は，いずれも実験値
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10図（a）M～1／ρ曲線（骨材入りサーモコンばり）
（250）
4、0
アκ／6－1P
? くハ）
iβ） τ醐6－2ρ
　　き
甯｢時
1
／
／／
！　　！ 〆 一
岬 〔ハ）
g（B）
一
τ彫 一3ρ
ノ　　’ 、4），?? ??
降伏爵　／
??／／ ！ ??
ろ200
?O00
@800
@500
@400
@200
Vご亡・‘〃乙
??
1 降伏時 ’ ’ 一 一 一一ノ11??
????
’
／ ／
1
?
?? ? 1
、／
????
i
7
　ノO 　ρ?
? ??
0　　　　　　　　　　／．0 aO　　　　　　　　　　　　　　3．0　　　　　　　　　　　　　　4．0
一→多θo殊尻一り
10図（b）M～1／ρ曲線（プレーンサーモコンばり）
よりもやや大きいがほぼ合致している。
　このことから，主筋とメッシュで補強したはりの終
局曲げ耐力は主筋の降伏後も，メッシュの補強効果に
より耐力は上昇し，終局耐力時には主筋・メッシュは
勿論，斜め補強筋も耐力に寄与していることが認めら
，れる。
（iii）はりの曲率
　はりの終局曲げ耐力の解析時に得られた引張主筋お
よび圧縮サーモコンの歪度より曲げモーメントと曲率
の関係を10図に示す。
　はりの端部断面には斜め筋も有効としたが，斜め筋
を無視した場合を点線で示した。
　また鎖線は実験による歪の測定値より求めたもので
、ある。
　計算値と実験値を比較すると引張側主筋の降伏時ま
では実験値と計算値は，ほぼ合致している。降伏後は
・引張側主筋に貼付したゲージの測定不能により正確な
歪度の測定ができなかった。
（iv）はりのたわみ
　実験によって得た各はりのたわみは柱形部を固定と
した片持ばりとして，はり端部モーメントとの関係で
5図に示したが，このたわみは曲げ変形によって生ず
るたわみδ1のほかに，せん断変形によるたわみδ2お
よび柱への通し鉄筋の伸び，あるいは定着メッシュの
’ずれなどによるはりの端部の回転変形によるたわみδ3
が含まれているものと考えられる。
　そこでこれらの諸変形によって生ずるたわみについ
て検討する。
　。曲げ変形によるたわみ
　片持ばりのたわみを前述（iiDの曲げモーメントと曲
率の関係を用いてモールの方法によって求めた。
　いま，M－－1／ρの関係について，計算値を用い，は
りの端部の特定モーメント時のたわみを求め7表に示
した。
7表　曲げ変形によるたわみ
試験体
TWG－1A
TWG－2A
TWG－3A
TWG－IP
TWG－2P
TWG－3P
許容時
　δ、、（mm）
1．36
1．33
1．　04
1．56
1．34
1．16
降伏時
　δ12（mm）
終局時
　δ13（㎜）
2．18
2．　23
2．　66
2．44
2．18
2．96
6．2
6．1
6．6
6．4
6．2
6．8
　。はり端部の回転変形によるたわみ
　はりの端部において，柱形部分に通し鉄筋とした主
筋の伸びによる柱面からのすべり出し，あるいは定着
したメッシュのずれなどによってはりの固定端は回転
変形を生ずる。
　実験では，はりの端部において11図に示すように0
－0を中心として10cmの検長で変形の測定を行なった
が，いま，仮にO－Oより柱側では変形しないものと
（251）
8表　Me－・θRの関係
TWG－1A
TWG－2A
TWG－3A
TWG－1P
TWG－2P?
iTWG－3P
払（t・cm）
蒔鷺伏
515
377
211
515
377
211
822
631
540
805
615
530
実験値θ（10－4）＊
許容
時
．95
2．03
1．98
3．71
2．96
2．23
降伏
時
4。96
．93
6。90
5．　79
5．33
9．60
θ皿（10『4）
許容
1時
1．70
1．28
．89
1．55
1．30
1．13
降伏
時
2．73
2．10
2．78
2．40
2．10
2．75
θR＝θ一
θif（10－4）
蒔容騰伏
1．25
．75
1．09
2．16
1．　66
1．10
2．23
1．83
4．12
3．　63
3．67
8．　50
11　図
P，YLS！L－C
ac実験値は平均値を採った
9表はり固定端の回転剛性（M7θR）
TWG－1A
TWG－2A
TWG－3A
TWG－1P
TWG－2P
TWG－3P
許容耐力時
（109kg・cm）
4．57
5．03
1．94
2．32
3．27
1．92
降伏耐力時
（109kg・cm）
3．69
3．45
1．31
2．22
1．68
0．62
Sc77τ
　12　図
?｛?
して，測定値はO－－A間の0面に対するA面の回転角
θとすれば，このθは0－A問の曲げによる回転角伽
と柱形からの通し鉄筋の伸び出し，あるいは定着メッ
シュのずれによって生ずる回転角θRの和である。実
験値θよりθMを差引くことによってθRが得られる。
O－A間の曲げ変形による回転角伽はつぎのように
して求められる。
　12図より
　　　　M・一・・7・書（…m）M，－2・fe・｝｝1
　　　　［圭］，一一診・［÷］1一普
　　・θM－｛［÷］。＋［÷］1｝・1…　…・・（・，・・）
　（1．10）式を用いて
　M。が短期許容耐力時および引張主筋降伏時におけ
るθM，θRを求め8表に示した。（E1／ρコ。，［1／ρコ1
は前項（iii）の結果を用いた）
10表　はり端部の回転変形によるたわみ
TWG－1A
TWG－2A
TWG－3A
TWG－1P
TWG－2P
TWG－3P
許　容　時
　δ21（mm）
0．14
0．　09
0．13
0．25
0．19
0．13
降　伏　時
　δ22（m皿）
0．26
0．21
0．47
0．42
0．42
0．98
1ユ表　許容曲げ耐力時のたわみ
???）?? （ 計算値たわみ　δ1
　　　（mm）
曲げにi回転に
娩1鷺
TWG－1A
TWG－2A
TWG－3A
TWG－1P
TWG－2P
TWG－3P
2．15
2．20
1．00
3．25
2．10
0．　95
1．36
1、　33
1、　04
?「?」
????
1．16［
　　1
0．25
0．19
0．13
δ11十δ2！
1．50
1．42
1．17
1．81
1．53
1．　29
?
?????
1．8
1．5
0．7
　8表より，はり固定端の回転剛性M／0■を求め9表に
示す。はり端部の回転変形によるたわみδ2は（1．11）
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12表　引張主筋降伏時のたわみ
TWG－1A
TWG－2A
TWG－3A
TWG－1P
TWG－2P
TWG－3P
実験値
たわみ
　δ02
（mm）
4．10
4．90
5．　70
6．25
4．34
6．20
計箕値たわみ　δ2
に
????
忙???
?
2．18
2．23
2．66
2．44
2．18
2．　96
0．26
0．21
0．47
0。42
0。42
0．98
δ12十δ22
2．44
2．44
3．13
2．86
2．60
3．94
2
?
2
?
1．7
2．0
1．8
2．2
1．7
1．6
式より求め10表に示した。
　　　　　δ2＝＝115θR（cm）　　・一■■■・・・・・・・…　■■・・■■…　（1．11）
　以上11表および12表より，計算値に対して実験値は
いずれも大きな値を示している。
　これは計算では曲げおよび端部回転による変形につ
いて求めたものであるが，実験値にはせん断変形によ
るたわみも含まれているためであろう。この実験でせ
ん断変形の測定はしていないが，はりのせいとせん断
スパンの関係からもせん断変形による影
響は大きいものと老えられる。
　e）サーモコンばりの設計図表
　実験および解析の結果，材料的品質の
向上したサーモコンを使用することによ
って，耐力は勿論，剛性も高まるとこが
確められた。そこで，このサーモコンを
構造材料として使用する場合の実際建物
の設計資料としてはりの計算図表を作製
する。
　計算関表を作製するに当たって材料の
性質を下記のとおり仮定した。
　。サーモコン
　　　圧縮強度Fc　・＝70kg／cm2
　　　ヤング係数cE・＝　2．　1×　1O‘　kg／cm2
　　　許容応力度
　　　　　　長期fc＝20kg／c皿2
　　　　　　短期fc　＝＝　40kg／cm2
　。鋼材
　　　降伏点強度ay＝2400kg／cm2以上
　　　ヤング係数sE＝2．1×106kg／cm2
　　　許容応力度
　　　　　　長期f‘＝1600kg／cm2
　　　　　　短期　f‘＝2400kg／cm2
　　　ヤング係数比Iz＝sEんE≒55と
　　　する。
　設計式は普通鉄筋コンクリートの場合の常用式に準じ
下式を用いた。
　許容曲げモーメントM＝C・b・d2
階壌∴）｝し、、）
　　ただしCはCl，　C2のうち，小さいほうをとる。
　中立軸比
　　・・1－・・姻（・＋r）2・毒（・＋・割一（・＋・）｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・…　（1．12）
　上式でPtは主筋断面と有効な曲げ補強メッシュ断
面の和より求め，その重心位置は主筋位置とする。
　いま　1）t＝0～0．6％　dc＝O．　ld
r＝0，0．5，1，0　として求めた結果を13図に示す。
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　　　　13図（a）サーモコンばり長期設計図表
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13図（b）サーモコンばり短期設計図表
o．5
　はりの断面が幅20cm　X丈55cm，曲げ補強筋比ρ‘≒
0．2％～0．5％（γ＝1．0）で，中央部に柱形を想定した，
ほぼ，実大断面・配筋のはり試験体の曲げ破壊試験を
行なった。
　この実験で明らかになった事項はつぎのとおりであ
る。
（i）はりの破壊はすべてはり端部において，曲げに
よる引張鉄筋の降伏後に生じた。破壊時の耐力は主筋
および曲げ補強メッシュを有効とした短期許容耐力を
大きく上廻っており破壊耐力に対する許容耐力の安全
率はレ≒2．0～3．2となっている。
（ii）破壊強度は主筋およびすべてのメッシュおよび
斜め筋を有効として求めた終局強度よりやや低いが，
ほぼ一致する。このことから終局耐力に及ぼす補強筋
の効果は主筋・メッシュは勿論，斜め筋までも有効で
あることが認められた。
（iii）はりの柱部との接合部を固定端とした場合のは
りのたわみは曲げおよびせん断変形のほかに，柱部へ
の通し鉄筋の伸び出し，あるいは定着メッシュのずれ
によるはり端部の回転変形によるたわみ
が含まれる。本実験ではせん断変形の測
定を行なっていないが，曲げおよび回転
変形によるたわみの検討を行なった結果，
実験たわみは計算たわみよりやや大きく，
かなりのせん断変形の影響があるものと
思われる。
（iv）本実験で用いたサーモコンはプレ
ーンおよび骨材入りサーモコンの2種類
であるが，両者の優劣は明確にはあらわ
れていない。しかし，本実験の範囲では
強度・剛性ともに骨材入りサーモコンの
方がプレーンサーモコンよりやや良い結
果が得られた。
（v）強度および剛性等の検討により品
質向上したサーモコンは普通コンクリー
トと同じような性質をもつことがほぼ明
らかにされたので実際設計にサーモコン
を使用する場合の計算図表を鉄筋コンク
リート造に準じて作成した。
2．2壁のせん断試験
　　　　　　　a）実験目的
　　　　　　　サーモコンを構造材料として利用する
o．6　　　　　　場合は一般に壁式構造とする。
　　　　　　　　品質向上したサーモコンは圧縮強度
　　　　　　　の上昇と共にせん断強度も高まること
は当然老えられる。そこで，本実験では構造材として，
メッシュで補強したほぼ実大に近い壁体の一部を想定
した試験体をつくり，せん断試験を行ない，壁の耐力
・剛性および補強メッシュの効果等について検討を行
なった。
　b）実験内容
（i）試験体形状・寸法および種別記号
　試験体は1図に示すような壁断面は幅20cm×丈66cm，
（壁長），補強筋としては曲げ補強としてバスケットメ
ッシュ4．5φを用い，せん断補強には平メッシュタテ
・ヨコ10cm間隔とした4．5φ一2枚を用いたもので，
加力点および支点は応力伝達をスムーズにするために
普通コンクリート打とした。
　試験体の形状・寸法を1図に示す。また試験体の種
別・記号を1表に示した。
　（1表でTW1－3，1－4，およびTW2－1は実験の
結果，せん断破壊をせず曲げ破壊をおこしているので
参考までに実験結果のみ示す）
（ii）使用材料の性質
　。サーモコン
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1図　試験体形状および補強詳細
1表　試験体種別・記号および個数
試験体
記　号
TW1－1
TWI－2
TW1－3
TW1－4
TW2－1
配 筋
せん断補強メッシュ
　　　4．　5il－100＠
曲げ　　〃
　　　6－4．5φ
?
上
?
上
?
上
せん断補強メッシュ
　　　3。2φ一100＠
曲げ　　〃
　　　6－3．2φ
試験方法
曲げスパン
　　　1・§00
シャースノ、ン
　　　　600
中央一点加力
　〃　　1，600
　／！　　　600
2点加力
曲げスパン
　　　2・響OO
シャースノ、ン
　　　1，100
中央一点加力
??????
??????
試験体
個　数
1
1
2
4
4
　サーモコンは品質向上したプレーンサーモコンおよ
び骨材入りサーモコンの2種を用いた。試験時の圧縮
強度はつぎのとおり。
　　骨材入りサーモコン
　　　Fc＝73kg／cm2（材令59日）……TW1－1・－TWI－3
　　　Fc＝73kg／cm2（材令81日）……TW1－4，　TW2－1
　　フレー一ンサーモコン
　　　Fc＝96kg／cm2（材令81日）・・…TWI”4，　TW2－1
　。メッシュ
　　　　　　4．5φ　　σB＝6．32t／cm2
　　　　　　3．2φ　　σB；5．80t／cm2
（iii）試験装置および測定装置
　試験機は100t万能試験機を使用し，1図にも示し
たように，TW1－1試験体では試験体中央に一点荷重
を加えたが，TW1－2試験体では中央部で2点加力と
した単純ばり形式によるせん断試験で，加力時には一
方向のくり返し荷重を漸次増大させた。（TW1－3～
TW2－1試験体では前章はりの曲げ試験で用いた加力
装置を用いた。）
　変形の測定は2図に示すように壁の頭部と脚部（加
力点と支点）との相対変形をダイヤルゲージで測定し，
サーモコン表面の歪度測定は試験体の片面に鋼球（径
1・mm）をうめ込んだ直径10mmのメタルを貼付け，特定
荷重時にコンタクトゲージを用いて測定を行なった。
　c）実験結果
（i）最大荷重
　各試験体の最大荷重，最大荷重時のせん断応力度お
よび破壊の原因を2表に示す。
（ii）壁のたわみ
壁のたわみの測定より荷重とサ・一・一モコン部分の相対
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／800 ぐ700♪
加力および測定装置
2　表
TW　1－1
TW　1－・2
TW　1－3
TW　1－4
TW　2－1
最大荷重
Pmax（t）
20．4
22．0
10．7
10．3
14．8
14．5
14．0
12．2
6．　0
6．8
5．9
5．4
最大荷重時の
せん断応力度
τ（kg／c皿2）
11．0
11．9
5。8
5．6
8．0
7．9
7．　6
6．6
3．2
3．7
3．2
2．9
破　壊　の　原　因
引張側メッシュ破断
サーモコン圧潰後
引張側メッシュ破断
引張側メッシュ破断
〃
！／
サーモコン圧潰後
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図　P（τ）一δ曲線（TW1－2の場合）
わみδ；δ一δ2，δ’＝δ・一δ2’の関係で，3図，4図
示す。
iii）サーモコン表面歪
測定した歪度を5図に示すようにに　C，T，　DC，
Tに分けて荷重と歪度の関係を6図～8図に示した。
iv）特定荷重時のサーモコン表面各歪度
サーモコン表面歪度の測定は破壊直前まで，荷重 図　各方向歪度の記号
257）
一
?
一一一
●　　　　　，　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●C2　3　　　Z　　7ノ b ノ’7　2°　3°！5
゜！3　　否 ・3　　　●
@　　　ノ3
9°！4 ノ4°9
”・　　　　・β ！5’怐@　　　．〃
〃　　6　　　8　　　4°　　●　　　■　　’6● 9 死ノ6考　8．ノど
（標点距離200）
ご．＿
　　　　一　　2－3m弓ノー2”－12β0イ　　　　　　　　ノ己λ0 　　　｝－O－4　0 4あ8　　よ64，∫　　膏
、 ＼＼　　、　＼ 　　　！????
！
　！I
　　　　8．0＼、　、　　　　＼
／7 詫
　，　’f
　　　■_　、、＼　、、 　　　！@！z　7
I
皆）
ｪ
??、、、、
?
一6ワ@　　　　　　　ε〆％
　　　　　　　　　0．1　　　　　　　　　　　　0L2εt（％）
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6図（b）荷重と斜め圧縮および引張歪度の関係
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2．Ot毎に測定を行なったが，3表は6．Ot，10．　Ot時
および最終測定時の各方向歪度を示す。
3表　各方向歪度 （単位×10－5）
…謝体1・W・一・ TW1－2
…礪・寺1・・・・・・…6・・11・・…2…
????
???
C
DC
T
DT
27．5
（41．　0）
　8．1
（37．0）
48．0
（59．0）
19．0
（54．O）
46．2
（66．0）
27．0　　　42．2
（41．0）1　（66．0）
12．8　．　　15．4
（65．0）　　（25．0）
136．8　1　　15．3
（・72・・）［（46・・）
21．1
（46．0）
　62．0
（151．・0）
　71．2
（128．・0）
　51．3
（143．0）
　8．1
（31．0）
　83．3
（110．0）
255＜
（341〈）
・2．・巨4・・
（106・0）［（32・＜）2
　上記の値は各方向2～4ケ所の測定の平均値で
示したもので，（　）内は各方向の最大歪度を示
す。
　d）検　討
　本実験ではほとんどの試験体が曲げ補強筋の不足に
より，曲げ破壊を生じたためにサーモコン壁体のせん
断耐力を確めることは出来ないが，しかしTW1－1，
TW1－2試験体はせん断破壊に近い曲げ破壊を起こし
たものと思われるので，以下TW1－1，　TW1－2試験体
にっいて検討を行なう。
（i）壁の短期せん断許容耐力の安全率
　TWI－1およびTW1－2試験体で得た破壊強度を
せん断強さとする。
　いま，仮に許容せん断応力度fs＝　6．　Okg／cm2（短期）
とした場合，破壊強度に対する許容耐力はどの程度の
安全率を有するものであるかを調べると4表となる。
対して，破壊荷重はり≒1．8～2．0の安全率を示す。
（もし全断面有効とすればり≒1．3～1．4となる）
　なお，曲げ補強筋を増すことによって，まだ耐力増
大が考えられるので有効断面を用いた場合　fs＝6．O
kg／cm2は破壊荷重に対して十分な値と思われる。
　また，本試験体は曲げ破壊をしているので，曲げに
対する安全率を調べる。
　5表は破壊荷重より，サーモコン部分の受ける最大
曲げモーメントと通常設計に用いる短期許容曲げモー
メント（曲げ補強メッシュft＝2400kg／cm2）を略算
式で求めた値を比較したものである。
5　表
　実　　験　　値
Pm・x（・）誓購
TW1－1
TW1－2
20．4
22．0
765．0
715．　0
??）? ????? ??? （
123
123
安全率
?
6．35
5．81
4　表
1実劉直塵期安全率・
試験体iQ㎜。　　　i（t） 清効断面一　　　一S断面に
ﾖして@り1
TW1－10．2 11．0
i7．7）
6．0 1．84 1．28
TW1－211．0 11．9
i8．3）
6．0 1．99 1．38
実験値Mmax＝Pl／2（1；75cm，（TW1－1））
　　　　　　　　　　（1：65cm（TW1－2））
　τ、＝Q／bl），（τs）＝Q／BD　（　）値は全断面積
について
　　　bD＝（20－6）×66cm　有効断面積
　　　BD＝20×66cm　　　全断面積
4表よりせん断補強メッシュに4．5φ（タテ・ヨコ10
cm間隔，2枚）を用いたサーモコン壁体の許容耐力に
短期許容曲げモーメントの計算
　　　　　　A4＝O．85d●at・f‘
　曲げ補強メッシュ6－4・5φ（バスケットメッシュ）
　d：圧縮縁より引張側メッシュ最下段筋重心ま
　　　での距離
　ft：2400kg／cm2
　Af：0。85×（66－3）×O．96×2．4≒123　t。cm
（）（
一．ua
5表より通常サーモコン構造で用いられる略算式で
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求めた値は，曲げ破壊モーメントに対してレ≒6の安
全率を示す。これはメッシュの引張強度に対して許容
引張応力度がかなり低いことと，曲げ耐力に対してバ
スケットメッシュ（曲げ補強筋）の他に平メッシュも
有効に働いたものと考えられる。
（ii）破壊時における補強メッシュの応力
　。せん断補強メッシュ（平メッシュ）
　破壊時には斜めキレツが全面的に生じているので，
全せん断力はメッシュによって負担されていると考え
られる。このことから，せん断補強メッシュの引張応
力度atを次式で推定すると
　　　　　　at・・t＝Q×9－……一・一……（2．1）
　　　　　　　　　　　］
　　但しat：せん断補強メッシュの引張応力度
at　：　　　　　　！！
Q：せん断力
1組の断面積（2枚）
ノ：0．85dと仮定する（d＝66－13＝53㎝1）
X：メッシュの間隔
　　　σt＝11000×10／0．32×45≒9000kg／cm2
　上記の値はメッシュの引張強さよりも大きい
　。曲げ補強メッシュ（バスケットメッシュ）
　破壊荷重よリサーモコン部分の受ける最大曲げモー
メントを求め，下式により引張メッシュの応力度を推
定すると
　　　　　　　σt＝M／at・ブ　　ー… @■■・・・・・・・・・…　■■・（2．2）
　　σt＝660／0．96×45≒15000kg／cm2
　　　（バスケットメッシュ6－4．5φを有効とする）
　上記の値はメッシュの引張強さの2倍以上になって
いる。
　これは，実際には曲げ応力に対して中立軸より下に
あるすべてのメッシュ，すなわちバスケットメッシュ
6－4．5φのほかに壁平メッシュ（4．5φ一10cm＠2枚）
もあるが，バスケットメッシュのみを有効としたため
に外ならない。
　以上の計算応力度および破壊時寸前に測定した斜め
方向および引張縁歪度より破壊の原因を考察すると，
引張側メッシュは破断寸前（歪度0．32％以上）の状態
で，斜め引張歪は0．30％以上，圧縮サーモコンの歪度
は0．14％以上に達し，いわゆる曲げせん断破壊を生じ
たものと推定される（TW1－2試験体の揚合）。
（iii）岡］J　’1生
　荷重一たわみ曲線および荷重一サーモコン表面歪度
曲線のデータにもとついて，曲げおよびせん断剛性を
検討する。
　。せん断剛性［GAコ
　サーモコン表面歪測定値のうち斜め引張および斜め
圧縮歪の各方向4個の平均値とせん断力の関係を9図
に示す。
8．0
6．0
4，0
?
→
　0　　　　20　　　　40
　　一εθo－5）
∠）（二
oτ
60 80
9図　O－DC，　DTの関係
100
　9図にはTWI－1，　TW1－2試験体の平均値を整理
して示したが，斜め引張歪DTはQ≒3．Otで勾配
がゆるやかとなっており，この点がせん断キレツの発
生時と思われる。
　斜め方向の圧縮歪および引張歪の測定値より，せん
断力のみによるせん断歪角rをつぎのように求めた。
　10図でせん断歪角rは斜め方向の歪のみに関係する
ものとして，その平均歪度をεdとすると
P←
10　図
b
　　　　　　　Od　＝＝　Ed×C
　　　　　　　δθ＝δd×c／b
　　　　　　　　γ＝δθX1／a
　これより　γ＝ed×c2／cb　となる。
　いま，せん断キレツ発生時と思われるQ・・3．Ot（τc
＝3．3kg／cm2）およびQ＝5．5t（仮定した短期許容せ
ん断応力度……τs≒6kg／cm2）に相対するせん断力時
のεdよりγを求める。
　　9図より　εdl＝1，95×10－5（キレツ発生時）
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　　　　　　　εd2＝52×10－5
　　　　（τs＝6，0kg／cm2，　DC，1）Tの平均をとる）　　．
麗撫繍；1：1：認二：｝雛
　これを計算によって求めると
　　　　　　7一舌一謬；雲　より
灘撫許容嗣：1：瀦1：瞬値
　ここで＊G＝1．65×104kg／cm2，　A＝bt・D（bノ：有効
幅），K；1・5（形状係数）
　＊G＝1．65×10‘kg／cm2の値はコンクリート系材料
　に用いられる関係式　G＝0．43E（E・・3．85×104
　kg／cm2）より求めた。
、γの計算値を実験値に合わせるためにK＝1．5はそ
のままとして〔G・4コを修正すると
　　せん断キレツ発生時　GA（実）≒O．　77GA（計）
　　τs　・6．Okg／cm2時　　G・4（実）≒0．47GA（計）
　となる。
　。曲げ剛性［EJコ
　曲げ剛性E酬コはサーモコン表面歪測定値のうち荷
重点に最も近い圧縮縁歪Cε1・2および引張縁歪tε4・5よ
り，この部分の曲げモーメントと曲率の関係から求め
た。11図にM－1／ρ曲線を示す。
　400
R00
@200
@！0
e亡・‘屍）ｪ
τs＝6．Okg／cm2日寺
　 M＝385t・cm　→　1／ρ＝59．6×10『6cm－i
　　　　　　　　　　　　（M－1／ρ曲線より）
　　　　　　　　〔EJコ2≒6．5×104kg／cm2
サーモコン全断面を有効とした計算値〔EJ］。と比
0　　　　1．0　　　　£0　　　　ユ0　　　4．0
－→％ζ10曹8ζ死ノ）
　　　11図M－1／ρ曲線
S．0
　一般に曲げモーメントを受ける材では
EJ＝M／（1／ρ）の関係があるから，この式を用いて実
験値より曲げ剛性［EJ］を求める。
　いま，せん断キレツ発生時およびτ＝6・Okg／cm2時
についてみると
　せん断キレツ発生時
　　　M＝　210t・cm→1／ρ＝20．4×10一6・cm『1
　　　　・　　　　　　　［EJコ1＝　10．3×109kg・cm2
較すると
　　せん断キレツ発生時　［ELrコ！／［EJコ。≒0．86
　　τ＝6．Okg／cm2時　　　［E／rコ2／〔E7コ。＝0．54
　但し計算値算定はE＝3．　85×10‘kg／cm2，
　　　　　　　　　」＝うノD3／12
（iv）たわみ
　実験結果の3，4図で示した。たわみδ。漏δ一δ2は
12図に示すようにM，による均等曲げモーメントによ
る曲げたわみ，M，の三角分布曲げモーメントによる
曲たわみとP／2のせん断力によるたわみおよび1”の
曲げによる①面の回転によるたわみが合成されたもの
と考えられる。しかし1”間は殆んど普通コンクリー
トになっており，その曲げ変形は僅かであるので，①
面の回転は無視することができる。
ρ
↓％、→?
〃1］塾　　　　！1
乃
→??
12　図
　断面の性質を均質なものとしたときの通常の公式に
よるとたわみは次式で表わされる。
礁穿．（艦．・。2．（盆々、一．．（・・）
　（2．3）式を用いて，せん断キレツ発生時および
τs＝6．Okg／cm2時にっいてたわみを求め，実験値と比
較すると6表となる。
6　表 （mm）
せん断キレツ発生時 τ8＝6．Okg／cm2時
実験値 計算値 実験値 計算値
TW1－1 0．28 0．30 1．01 0．56
TW1－2 0．29 0．27 0．95 0．50
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　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
一計算値算定として・－
　E＝3．85×104kg／cm2，　G＝1，65×104kg／cm2，
k－・．5，　」・・f，b・・D・，　A－b・・D，　bl－（2・－6）・m，
D＝66cm，　lo＝50cm，1’＝20cm（TW1－2では10cm）
　6表より計算値は実験値に比較して，せん断キレッ
発生時では実験値はほぼ合致しているが，τs＝6．Okg／
e皿2桙ﾅは計算たわみは実験たわみの約50％程度小さ
い値となっている。
　そこでτs＝6．　Okg／cm2時について前節（せん断剛
性および曲げ剛性）の検討で標準剛性（［GAコ。，
［EJコ。とする）に対して実験値より得た剛性（［GAコ，
［EJコとする）の比をα，β　として，それぞれ修正
係数として乗じたものを用いてたわみの検討をする。
　　　　　　　　［llJコ＝a’［EJコ。
　　　　　　　［（；ノ1コ＝βEG∠4コ。
　ここでα＝0，54，β＝0．47を用いると
　　実験値たわみ　O．　95～1．　Olrnrn
　　計算値たわみ　1．　00～1．　10mm　となり
　計算値は実験値にほぼ合致する。
　このことから標準剛性を用いて（2．3）式よりたわみ
を求める場合，修正係数を乗ずることによって許容耐
力時（τ8＝6．Okg／cm2）程度までのたわみ量を求める
ことができる。
　本実験では
　　曲げ剛性に対する修正係数　　a’　＝O・　54
　　せん断剛性に対する修正係数　β　＝O．　47
とすると実験によく合うことが確められた。
　むすび
　壁厚20cm，壁長66cmのほぼ実大断面・配筋のサーモ
コン壁体のせん断実験を行なった。
　この実験では曲げ補強筋の不足により真のせん断破
壊強度を確めることはできなかったが，本実験で明ら
かになった事項はつぎのとおりである。
（i）サーモコンの品質向上により，壁体の許容せん
断応力度をfs＝6．Okg／cm2と仮定した場合，せん断
補強メッシュに4，5mmタテ・ヨコ10cm間隔とした平メ
ッシュ2枚を使用した壁体の破壊荷重に対する安全率
はレ≒2となり，曲げ補強を増すことにより更に破壊荷
重は上昇するものと思われるので，許容値は十分な安
全率をもつものと思われる。
（ii）壁体の曲げ耐力に及ぼす補強メッシュは曲げ補
強メッシュ（バスケットメッシュ）のみならずせん断
補強メッシュ（平メッシュ）も有効に働くようである。
（iii）壁体のせん断キレツの発生は斜め方向歪度の測
定よりτ≒3・Okg／cm2程度と推定される。
（iv）壁体のたわみを通常の均質断面の場合に使用さ
れる公式を用いて求める場合には，曲げ剛性［EJ］，
せん断剛性〔GA］の値としては標準剛性［EJコ。，
［G・4コ。に修正係数を乗ずることによって求めること
ができる。本実験において，下記の修正係数を乗ずる
ことによって，許容耐力時までのたわみの近似値を得
ることができた。
　　曲げ剛性に対する　［EJコ＝αε研コ。，（α＝0．54）
　　せん断剛性に対する［GA］　・・β〔GAコ。，（β＝0．47）
2・3　壁柱脚部の強度試験
　a）実験目的
　本構造では壁体の補強メッシュが各階床位置で途切
れるので，下方への応力伝達には特殊の形のアンカー
メッシュを用いる工法が採用されている。ただし壁の
縁鉄筋は上下に通し鉄筋とすることは可能である。
　本実験は，この壁脚接合部を対象として，軸力，曲
げおよびせん断力が加わるときのこの部分の耐力に及
ぼす補強効果および回転剛性など検討するために破壊
試験を行なった。
　b）実験内容
（i）試験体形状・寸法および種別記号
　試験体は1図に示すように壁体の断面は厚さ20cm，
げサーモコン打込力向む
??????ー??
『’檜一曹一?tー曹’一囎
　　　サーモコンナ丁継位置
eo　　6SO　　　600　　　ifdO　　O
　　　　2．320
！．　500
“a
200
1図　試験体形状・寸法 幽
壁長さ66cm，高さ約150cmのほぼ実大壁（高さは実際
壁高のh／2を想定した）を2枚一組としてはり（ま
たは基礎）上端に立脚させたもので，脚部補強は2図
に示すように壁の縁鉄筋として2－13mm，2－9mmを
用い下部への定着メッシュは特殊な曲げ加工メッシュ
アンカーメッシュを用いた。
　縁鉄筋はいずれも下部に定着させてある。脚部補強
の程度による試験体種別・記号を1表に示す。
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（ii）使用材料
　。サーモコン
　骨材入りサーモコンおよびプレーンサーモコンを使
用した。
　試験時における圧縮強度はつぎのとおりである。
　　骨材入リサーモコン
　　　　Fc＝85．3kg／cm2～88．　Okg／cm2
　　　　　　　　　　　　　　（材令58日～63日）
　　プレーンサーモコン
　　　　Fc＝87．3kg／cm2～90．6kg／cm2
　　　　　　　　　　　　　　（材令58日～63目）
　。鋼材
丸鋼｛19＄1；：：：1：1器：
・・シ・｛1：ll謡：畿：1：
（iii）加力装置および測定装置
　実験では壁体に軸力と水平力が加わる場合の壁脚部
耐力を対象としたので，加力装置は3図に示すように
2枚の壁体のうち一方の壁（B）に一定の軸力を加えて
おき，2枚の壁の間にオイルジャッキーを狭み同時に
水平力を加える。水平力は正負のくり返し荷重を加え，．
軸力のない壁体（A）が破壊したのちは，この壁体（A）
（265）
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　各試験体の破壊はいずれも壁脚部の引張側で曲げ引
張壊を生じた。
　軸力のない場合には引張側の縁筋およびアンカーメ
ッシュの定着破壊を起こし，また縁筋のない場合には
軸力を加えた場合にも定着破壊を起こした。
　この実験で得た最大荷重およびその時の壁脚部の曲
げモーメントを2表に示す。
　　2　表
轍樋（，）薩翻諦蝉亥妻，
　　　　　　　　　　　　　　（t・cm）
N－・IN－・2・・1　・V－・N＝12t＊
・WC－・Al…t・・25　i　58・905
、TW・・－P　14・・1…＜158・　　　1905＜1
TWC－2A…13．・ 145 462
TWC－2P…1・・45 160 498
・WC－3P　i・．35・・340 693
　　　　　　　3図　加　力　装　置
が反力壁となるように一方の軸力よりも大きい軸力を
加えて正負の水平荷重を徐々に高めてB壁体を破壊さ
せるものである。
　荷重の検力はロードセルを用いた。また，変形の測
定には壁脚部の回転変形および壁体の脚部と水平加力
点との相対たわみをダイヤルゲージで測定した。
　c）　実験結果
（i）破壊荷重
　　　　　　5図
　　ム4＝P×145t・cm
＊N＝12tは通常の設計の場合の1例であり，壁の
　有効断面に対して・σ＝12．　7kg／cm？に相当する軸
　力である。
（ii）　壁脚部の回転変形
ノOCJTL
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　図
壁脚部モーメント（M）と壁脚部回転角（θ）の関係（骨材入りサーモコン）
1
一 一　　　6、0
ー????
「皿一．
P就一／A〔作o）? ? ．．k一」
1 1 1
1 一「　』一…4° ／
?
i
1 i 1 ノ4 1
L 6 20
！！ノ 11
1
?????
?
旅オ・ご1π）
@．十
　4V 1 1
?
i
1
／0．0
@－『
5．0　　　　　0
@　　　　’1・　　　　ク
50　　　　　10．0
Q一
ﾆθ。！つ 20．O
???
　　　　　　　　　　　　il
|一一{一一H
25．Ol
?
，1・
ZO 一
i
1 ｝ 「
一一 4．0 一 一 一 1
I　　l
臣　　　一一一．一
　　　！@　　’
@　　　｛
D一
D＿－L－r
．一 60－・．一
　　　　1　　　　5
Q．⊥．．
　　1
　一一『
?????↓?
5図（a）軸力N＝＝　Oの揚合
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6図　壁脚部モーメント（M）と壁脚部回転角（θ）の関係（プレーンサーモコン）
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6図（b）軸力N＝12，0tの場合
　4図で壁脚部において壁の両辺にとりつけたダイヤ
ルゲージのよみをDl，　D2とすれば
　　　　　　　　　D1十D2　　　　　　　θ12＝　　　　　　　　　　　1！
　θ、2は脚部に曲げモーメントが加わる場合の壁脚部
つけ根の回転変形によって生ずる回転角ORと，0一
α間のモーメントによる曲げ変形によって生ずる回転
角θMが含まれものと考えられる。
　各試験体の脚部つけ根における曲げモーメントと測
定回転角θとの関係を示すと5図，6図となる。
　d）検　討
（i）破壊荷重に対する壁脚部許容耐力（短期）の安
　　全率
　各試験体はいずれも壁脚部の曲げによって引張側で，
壁の縁筋の引張降伏あるいは定着破壊を起こした。
　そこで，壁脚部の許容耐力を求め，破壊荷重に対し
てどの程度の安全率を示すものかを検討した。
　許容耐力の算定にはつぎの仮定を行なった。
　。耐力は縁筋の引張耐力によって決まる。
　。脚部の補強筋としては縁筋およびアンカーメッシ
　　ュ（端より5列まで）を有効とする。
　・鋼材引張許容応力度　ft＝2400kg／cm2（短期）
　　サーモコン圧縮許容応力度
　　　　　　　　　　　　fc＝40kg／cm2　　（　／！　）
　　ヤング係数比n＝55
　・計算式は鉄筋コンクリート柱の常用式を用いる。
　以上の仮定事項に基づいて壁脚部の許容耐力を軸力
と曲げモーメントとの相関曲線で示すと7図となる。
7図には実験結果をプロットしたが，これよりアンカ
ーメッシュのみで定着したTWC－2試験体の破壊強度
は軸力＝0の場合，許容耐力を下廻る結果となり，こ
のことからTWC－2試験体ではアンカーメッシュの定
着破壊したことがわかる。
　3表に実験値と許容耐力の比較を示す。
3表　M／BD2（kg／cm2）の値
種　別
N＝＝0 N＝12ton
実朧許細（実1許）実験値許容値（実1許）
・wc－・i・・75・・1・・　76　15・・5・・i・・8
・WC－・1・・…　6S　1…7　1　・・　9S・・　2S　1・・27
・WC－・i　・・　65　i　…Sl…81・・…　1・・27
　3表よりTWC－2試験体のほかは，いずれも実験値
は許容耐力を上廻っているが，　その程度は約1．05～
1．3倍で，破壊強度に対する許容耐力の安全率は少な
いようである。
（ii）壁脚部終局耐力の解析
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15
　　　　　　　　　　　　　　　　　7図
　壁脚部の終局強度時には補強筋としては縁筋および
アンカーメッシュすべてが有効に働くものと考えて終
局耐力を求めた。
終局耐力の解析に当たって下記の仮定を設けた。
　。鋼材の強度
　　　縁筋　13φ　吻＝3000kg／cm2（εy＝0．143％）
　　　　　　9φ　　σy＝4000kg／cm2（εy＝0．19％）
　　　メソシュ　4．0φ，4．5φ
　　　　　σB＝6300kg／cm2，σ＝4000kg／cm2までは
　　　　弾性とみなす（E＝2．　1×106kg／cm2）
　。サーモコン強度
　　　プレーン・骨材入りとも
　　　　　　　　Fc＝70kg／cm2（cεm＝0．2％）
　　　　　σ一εの関係は（L2）式とする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（269）
壁脚部許容耐力図
。断面の性質歪度および応力度の関係は8図に示す。
。記号
　cε・：サーモコン圧縮縁歪
　、ε。：圧縮鉄筋の歪
　me・：圧縮部分メッシュの平均圧縮歪
　met：引張部分メッシュの平均引張歪
　sεt；引張鉄筋引張歪
　C・：サーモコン圧縮合力
　sCc：圧縮鉄筋合力
mC・：圧縮側メッシュ合力
mTt：引張側メッシュ合力
　s　Tt：引張鉄筋合力
　Pt：引張鉄筋比
　at：引張鉄筋断面積
rl　「fNdCl ¢　　ΣaPt　9
??????
?
6°°”　°’
9．．p．．．
・　　　c　　　・　　　■　　　■　　　■　　　馬　　　o
dt1
4亡
8　図
5Et
n・lt　5Te
　Pc：圧縮鉄筋比
　ac：圧縮鉄筋断面積
　E：鉄筋・メッシュのヤング係数
　　　　　　　　　　　　　　（2．1×106k9／cm2）
　Pσ：メッシュ比
Σam：全メッシュ断面積
　dc：圧縮縁より圧縮鉄筋中心までの距離
　B：壁の幅
　D：壁のせい（長さ）
　Xl：圧縮サーモコン縁より中立軸までの距離
ρF釜ρc一量，ρ・一釜努・
コじ1＝
dc・＝」w一4・1－O・・06
　　cεc
　cεc十sεt
sεc　　　＿　　　sεt
xO．94
ここでρ‘＝Pcとおき，断面の応力平衡より
益滴面のモー…のつ蛤より
券を勅る．
蓄一・・Fc…
＋馬糾缶葺翁・・ε・一（1＿9一dCi　　1－2dc1）・…｝
　十メ）‘・E●（8εc－8ε‘）　　　　　　　　　　・◆・・・・・…　〈3．4）
券一・恥・（0．5一βx，）
　　　・竿・｛畿i・（…一記1毛♂cL・・1）・…
　　　・（　Xi－dCi1－　1－2dCi）・（・・5－1一午♂cL・の・・ε・｝
　　　十1）t・E・（sεt→－sεc）・（O．5－dCi）　　■■・…　一く3．5）
　実験の場合の下記の数値を用いて（3．4）式，（3．5）
式よりAT／BD，　M7BD2を求めた結果を9図に示す。
TWC－11）t＝lbc＝0．201％，　pg＝O．　315％
TWC－21bt　＝　1）c＝0，　Pg＝0．315％
TWC－3ρ‘二ρc＝0．097％，　pg＝0．246％
　9図は引張側の縁筋，または一番外側のメッシュが
丁度降伏した時を終局強度としてN／BD，　M／BD2の
関係を示したものである。同図には実験値をプロット
したが，これより実験値と計算値を比較すると4表と
なる。
4表
cどc
xl　　　Xl－dc1　　0．94－Xl
　　　sEじ　　　　　　　　　sstmεc＝一K・mεs＝i－　’國’…”
C』＝α・Fc・Xl・BZ）
。C，二、ε，・E・P・・BD
　　－！一d・1・cε，・E・ρ，・BD
　　　　Xl
…　（3．1）
…　一・…　一…　〈3．2）
・Cc－…缶髪li－…D
　　＝＝Pg・缶髪li・号一・E・B・D
mTt－P・・
i　　　x1－d，11－　　　1－2dCi）－E・B・D
　　－…（　x！－dCi1－　1－2dCi）・号・E…D
sT‘＝Pt・E・s財・BD
・〈3．3）
補強　筋
1　実験値／計算値
N＝0N＝12t時
　　　　12－13φTWC－1
@　　　　4．5φメッシュ
0．92 1．06
TWC－24．5φメッシュ@　のみ
0．58 1．06
TWC－32－9φS．0φメッシュ 0．71 0．91
　4表より見ると，軸力のある場合には実験値は計算
値にほぼ一致するが，定着部がサーモコンばりの揚合
（TWC－3）では実験値は計算値より約10％程度低い。
軸力がない場合には実験値はいずれも計算値より低く，
サーモコンばりへ定着した場合約30％，隅筋のない揚
合（TWC－2）では約40％程度低下している。
　このことからこの実験の範囲では脚部接合部の終局
耐力については，普通コンクリート部（基礎など）に定
着された場合，軸力（N／BD）が約10kg／cm2程度で，引
張側で引張鉄筋応力が降伏（σ7＝3000kg／cm2）に達す
るが，サーモコン部に定着される揚合には約10％低下
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9図　各試験体の2＞／BD－M／BD2の関係
している。また，軸力＝0の場合には接合部耐力は下
部への定着不足により約10～40％の低下が見られる。
！いずれの場合にも上部壁体への定着はほぼ完全と思わ
0
?
?
／45
T－A 〃ノ 一一`
ノ‘1π
〃o 0
れるので，下部への定着を完全にすることにより接合
部耐力は増すものと思われる。
（iii）壁脚部の剛性
　10図に示すように実験では0－0断面に対するA－
A断面の相対回転角を測定したが，この回転角θはア
ンカーメッシュおよび隅筋の定着ずれによって生ずる
回転角θRと壁体の曲げ変形によるO－A間の回転角
θMの和である。従って砺を計算によって求めてお
けばθR＝θ一伽よりORを求めることができる。
　伽はつぎの関係より求める。
10　図
・一｛［÷］。＋［÷］1｝・S…
－M・・illl）・島
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　　　　　　但しMo＝1451）（（t．　cm）
　　　　　M・－M・・紫
　　　　［÷］。一蕩・［÷］、一欝
　いま，許容耐力時（短期）におけるθRを求める。
　［EJコとしては2．2壁のせん断試験で求めた値を用
いる。
　　［即コ＝O．54x［泓コより（メッシュ4．5φの場合）
　　　　　［EJコo：標準剛性
　　　　［EJコo＝12．9×109kg／cm2
　　　　　　　　　　　　　　　　bD3　　　　E＝3．85×104kg／cm2，　」＝　　　　　　　　　　　　　　　　12
　　　［EJコ＝O．54×12．9×109≒7．0×109kg／cm2
　　∴　θM＝　6．　77・Mo×10一了ラジアン
　　　　　　　　　　　（M。はt・cmであらわす）
　実験値θよりθRを求め5表に示す。
固定とはいえず，M／eRの回転剛性をもつような半固
定の状態とみるべきで，ここではその弾性固定度を検
討する。
　11図（a）に示すように弾性固定度を表わすのに柱脚よ
り更に下方にのびる他端固定の材を仮想して，その等
価剛度（EK）Rで示すことにする。
　この仮想材はMに対してθすなわちeRだけ回転
する。
7表
試　　験　　体
はりTWG1－P
壁脚TWC－1（軸力なし）
はりTWG3－P
壁脚TWC－3（軸力なし）
壁　脚　部
　M／θR
（108kg・cm）
2．1～3．5
2．0
はり端部
　ハ〃θR
（108kg・cm）
23．2
19．2
5表
TWC－1
TWC－3
M。
（t・㎝）
536
（714）
318
（544）
実験値θ　　θM　eR＝θ一θM
10－4　　　　　10－4　　10－4ラジアン
19～29
i13～18）
3．6
i4．8）
15．4～25、4
i8．2～13．2）
18　　　　　　2．2　　　　　15．8
（15）　　　　（3．7）　　　　（11．3）
（）の値は軸力のある場合
　5表より得られたθRを用い，許容耐力時の脚部回
転剛性（M／θR）を求め，これを6表に示す。
?
?ー?
????????
6表
等イ
　　　　　　　　　　　　　　　　（ム）
11　図
TWC－1
TWC－3
条 件 　M／θR（10Skg・㎝）
軸力な司…一…
軸力あり 5．4～8．7
軸力なし
軸力あり
2．0
4．　8
　6表で検討した壁脚部とほぼ同断面の2．1はりの曲
げ試験の項でも，はり端の回転剛性を調べている。
7表はそれぞれほぼ同断面のはりと壁脚の回転剛性
M／θR（許容耐力時）を較べたもので壁脚部の剛性は
はり端に較べて非常に低く壁脚固定度の不足を示して
いる。
（iv）壁脚部の弾性固定度の検討
　壁脚部は，水平力を受けた場合には7表からも分か
るように，かなりの回転を生ずる。従って壁脚は完全
　擁角法公式より11図（b）の場合のMとθの関係は
　　　M－・［EKコR・θ・［・KコR一鍔……（3・・）
　（3．6）式にM＝M。，θ＝θRを代入すると等価剛度
［EKコRが求まる。
　いま，実験のTWC－3（2階以上の壁）について求
めると
　　［EKコR＝0，5×108kg・cm（軸力なし）
　　［EKコRI＝1．　2×　108kg・cm（軸力あり）
　っぎに12図（a）に示すような壁の応力計算を例にとる
?
　　　　　　　　h≒2．1m
として，壁柱のEKは
　　　　　蹉13×109kg・cm2
　　　　　EK　＝EJ／1＝0．62×108
故に剛比は12図（b）となり，以下固定法によってQと
Mを求めると12図（c）となり，反曲点は
　y＝0・38h（0・43h）　となり中央より下にさがる。
　一般に12図（c）の揚合の反曲点高さyは次式で与えら・
れる。
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?12図（a）
40～6〆几
（］8R’　・／．ヲ4）
12図（b）（　）値は軸力がある揚合
　　（α67Q£）
M；0，728£
0．38え
（oi43£）
12図（c）（）値は軸力がある場合
　　　　　　0．5kR　　or　＝　　　　（kR一トO．25k）
h3階高
　fe：柱剛比
kR：等価EK材の剛比
×h 〈3．7）
同様にしてTWC－1（1階壁と基礎に相当）にっV・て
反曲点高さを求めると
　　　〔EKコR≒0．7×108kg・cm→　kR≒1．3
　　　EEKコRノ≒1．7×108kg・cm　→　kR／≒2．75
　　　［EK］≒0．62×108kg・cm→k＝1．0
　依って（3・7）式より　y＝0・38h（O．　46h）
　以上の解析結果よりみて，水平力に対する壁の応力
計算の場合は壁柱の反曲点高さは，この実験の範囲で
はy＝O．4h程度に見なす方がよいと思われる。
　むすび
　壁厚20cm，壁長66cmの壁体に水平力が加わった場合
の壁脚部の強度試験を行なった結果，本実験の範囲で
明らかとなった事項はっぎのとおりである。
（i）壁脚部の破壊はいずれも引張側に生じた。アン
カーメッシュの壁自体への定着はほぼ完全であったが，
下方への定着（はりまたは基礎への定着）は，軸力の
ある場合にはほぼ充分であるが，軸力がない場合には
やや不充分と思われる。
（ii）壁脚部の補強筋として壁自体の縁筋を下方へ通
し鉄筋とし，アンカーメッシュ（端より5列一10本）
を有効とした許容耐力（短期）に対する破壊強度は約
1・　0～1・　3倍で，許容耐力としての安全率はやや不充分
である。また縁筋を通し鉄筋としないアンカーメッシ
ュだけの場合には破壊強度は許容耐力を下廻る結果と
なっている。このことから壁脚部に全許容力を期待す
る揚合，定着には通し鉄筋を併用することが望ましい。
（iii）壁脚部においては，はりまたは基礎へ定着した
通し鉄筋あるいはアンカーメッシュのずれなどによっ
て生ずる回転変形が大きく，壁脚固定とせず，半固定
と見倣す方が妥当である。実験結果より壁脚部の回転
剛性を求め，更に解析により，水平荷重時応力計算の
場合の有効反曲点高さを求めた。その結果，壁脚固定
としてy＝O・5hとするよりはor　＝O．4h程度にとる
方が妥当であることが認められた。
　結　論
　この研究は圧縮強度が70～gokg／㎝2程度の現揚打
ち気泡コンクリートを構造材料として使用する場合の
壁式構造設計資料の基礎データを得る目的で実験を計
画したものである。
　実験では現場打ち気泡コンクリートとして，品質向
上したサーモコンを用い，実際建物部材に相当する断
面・配筋とした各種の試験体について破壊試験を行な
った。
　実験結果の検討および解析の結果は各節のむすびで
述べてきたが，各試験を総括すると，はりおよび壁部
材の強度および剛性は気泡コンクリート品質の改善に
（273）
伴い，著しい上昇を示しており，その性状は定性的に
は普通コンクリートを用いた場合に近いものが得られ，
設計規模の拡張に十分耐えられる性能をもっようにな
ったと認められる。壁脚接合部については，下部構造
材への定着効果を改善する余地が残されているが，こ
れを改良することにより更に気泡コンクリートの特性
を発揮するものと思われる。
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